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◆書き込みソフト「フォースライタｆｒｗ１６５３．ｅｘｅ」の使い方 ２００７．５．７ 

   
 ＢＣＨ８ＳＸ１６５３ ＣＰＵボードは無償ダウンロード、または開発セットＣＤに添付されている
「ｆｒｗ１６５３．ｅｘｅ」でユーザープログラムのフラッシュＲＯＭへの書き込み「ＲＯＭ＿ＷＲＩＴ

Ｅ」、内部ＲＡＭへのダウンロード「ＲＡＭ＿ＷＲＩＴＥ｣ができます。 

 
 図１ 「ｆｗｒｉｔｅ１６５３．ｅｘｅ」画面 

 

 
 

図２     画面クリア               ＣＰＵリセット 

 

 「ＶＩＥＷ」をクリックすると現れるＳＩＯモニタ画面とキーボード 

 

◆キー、画面の説明 

 
【 Ａ，Ｂ，Ｃ，，，，Ｚ 】キーをマウスでクリックするとそのアスキーデータがパソコンのＳＩＯ（シリ

アルＩ／Ｏ）より出力されます。小文字は「ｓｍａｌｌ ｌｅｔｔｅｒ」をチェックして下さい。 

【 ０，１，２，３、、、、Ｅｎｔｅｒ 】キーをマウスでクリックするとそのアスキーデータがパソコンの

ＳＩＯ（シリアルＩ／Ｏ）より出力されます。 

【ＳＩＯ モニタ画面 】 パソコンのＳＩＯから入力されたアスキーデータが表示されます。アスキー

データ以外は正常に表示されないかエラーとなります。 

【 ＭＯＮ．ＣＬＲ 】ＳＩＯモニタ画面のクリア。スクロールバーがありますので、以前の表示データ

もバーの操作で見ることができますが、以前のデータを消したいときに使用します。 

【 ＣＰＵ＿ＲＥＳＥＴ   】 

Ｈ８ＳＸ１６５３ ＣＰＵボードにパソコンからハードウエアリセットをかけます。 
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◆書き込み前の動作モード選択   

 

Ｈ８ＳＸ／１６５３の動作モードの選択はデイップスイッチＳＷ１の切替えで行います。 

  

 ＳＷ１番号   接続されているピン名称 

１   ＭＤ０ 

２   ＭＤ１ 

３   ＭＤ２ 

４   ＵＲＥ 

  

 ＭＤ０～２のレベルで動作モードを選択できます。ＵＲＥ（ＵｎａｂｌｅＲｏｍＥｒａｓｅ）

をＯＮにすると内部ＲＯＭの消去ができません。誤ってプログラムが消されるのを防ぐことがで

きます。 

 

ＳＷ１設定例 

 

例えば内蔵ＲＯＭ有効、外部ＲＡＭを使用しての拡張１６Ｍバイトモード動作はモード６で、

ＪＰ２の１－２間をショートしてください。外部にアドレスバス、データバス等を出力せずシン

グルチップモードで動作させる場合、モード７です。ポートをフルに使えます。 

 

◆ＪＰ２ ユーザーモード／ユーザーブートモード切り替え 

  

 通常、ＪＰ２は１－２間ショート：ユーザーモードで使用してください。ユーザーブートモー

ドはユーザー側で書き込みプログラムを用意する方法で、弊社では現在のところサポートしてお

りません。  

 

◆フラッシュＲＯＭの書き込み（デバック開始～終了までの手順） 

 

１．ＳＷ１ ４番はＯＦＦであることを確認します（ＲＯＭ消去可能）。パソコンにＲＳ－２３

２Ｃ Ｋケーブル Ｄ－ｓｕｂ側を挿入。反対側はＣＮ６ ＳＩＯ４に接続。 

２．＋３．３Ｖ電源を投入し、赤色ＬＥＤ Ｄ１が点灯することを確認。 

３．弊社製フラッシュＲＯＭライタプログラム「フォースライタｆｒｗ１６５３．ｅｘｅ」を動

作させ、書き込みたいプログラムを選択し、書き込みます。自動的に書き込み終了後、ＣＰＵに

リセットをかけ、動作開始します。 

、 

、 

デバック終了（出荷時）で 

４．書き換え防止ロックスイッチＳＷ４ ＯＮ。 

 

ＭＣＵ 

動作モード 

１ 

ＭＤ０ 

２ 

ＭＤ１ 

３ 

ＭＤ２ 

動作 

モード６ ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ アドレス空間１６Ｍバイト、内蔵ＲＯＭ有効拡

張モード。 

外部にアドレスバス、データバス信号を出力す

るモード。 

モード７ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ シングルチップモード。アドレス空間１６Ｍバ

イト、内蔵ＲＯＭ有効 

外部にアドレスバス、データバス信号を出力し

ないモード。 
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◆フラッシュＲＯＭ書き込み例 

 

【 ＶＩＥＷを開いておく 】 

「ＶＩＥＷ」画面を開いて、ＢＣＨ８ＳＸ１６５３に電源を入れます。 

  
「ＦＷＲＩＴＥ」をクリックすると「ファイルを開く」（下記）が表示されます。 

 

 例では「開発セット」のｓａｍｐｌｅ２．ｍｏｔを選択しています。ファイル名をダブルクリックする

か、シングルクリックして「開く」をクリックします。同じファイル名であれば２回目からは「開く」だ

けでＯＫです。 

正常に書き込みが行われますと「書き込み正常終了」の文字が表示されます。 

 

 

 転送終了以降、プログラムは既に動作していますので、ＳＩＯモニタに「Ｈ８ＳＸ／１６５３ Ｎｏ？」

と表示されます。 

 

 以上がＲＯＭ書き込み、動作の方法です。弊社の他のフォースライタの特徴同様、プログラムの書き込
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みから、動作まで特に基板側で操作をする必要はありません。 

 

【 ＲＡＭ書き込み、動作 】 

内部ＲＡＭ書き込みは「開発セット」ｓａｍｐｌｅ３をご参照ください。 

 

〒３５０－１２１３ 
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